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脱・機能和声！ ポップス作曲の新しいメソッドを指南する書籍 

『ポピュラーミュージックのためのモード作曲アプローチ』が 4 ⽉ 17 ⽇に発売に 
 

 

 
 
インプレスグループで⾳楽関連のメディア事業を⼿掛ける株式会社リットーミュージック（本
社：東京都千代⽥区、代表取締役社⻑：松本⼤輔）は、『ポピュラーミュージックのためのモー
ド作曲アプローチ』（周防義和 著）を、2026 年 4 ⽉ 17 ⽇に発売します。 
 
 
----- 
ポップ系のミュージシャン、映画⾳楽のコンポーザー、 
そしてソングライターの皆さん、 
コード進⾏に飽きていたらモードに⾏ってみませんか！ 
またいつものパターンのコード進⾏にハマっちゃったとか、 
なにか新たなアプローチを探している作曲家の⽅々、 
モードという名前や簡単なモード・スケールの知識くらいは 
知っているけど実践してはいないなあ、という⽅々、 
モードを覗いてみませんか！ 
普通のコード進⾏の作曲においても、 



難しい曲もあれば、やさしいコードもあるのと同じで、 
モードの考え⽅も簡単なものから難しいものまで多種多様です。 
ジャズのモードとはまた少し異なるポップへの解釈です。 
勿論グレゴリオ聖歌時代のモードに戻ることではないです。 
今の時代の考え⽅です。 
新たな⾳世界観への作曲チャレンジにモードというコンセプトを 
取り⼊れてみよう、という提案です！ 
解説、譜⾯そして⾳源で噛み砕きます。 
周防義和（Foreword より） 
----- 
 
 
本書では、ドミナント・モーションを基軸とした「解決」へと向う作曲⾏為へのオルタナティブ
として、「モード」を使⽤した独特の浮遊感や空間感覚を有するポップス＝「モード・ポップ」
という概念を創出、作曲家への参加を呼びかけます。古来の単旋律⾳楽に⾒られたモード⾳楽
が、平均律以降の機能和声の発展、ジャズにおけるモードの発⾒を経て、いよいよポピュラーミ
ュージックに導⼊されることになりました。 
著者の周防義和⽒は映画⾳楽、CM⾳楽の作曲家として数多くの作品を残し、⽇本アカデミー賞
⾳楽賞を 4度も受賞。バンドやソロでも活躍し、1980 年代から「モードを使ったポップスの作
曲」の実験を⾏ってきました。その成果とも⾔える本書は、研究会・MODE SONG PROJECTの
メンバーの⼿になる曲も多数紹介。その多くは YouTube で動画を⾒ることができ、モード・ポ
ップの世界を多⾓的に体験可能です。 
ついにヴェールを脱いだモード・ポップという新しいムーブメントに、ぜひご注⽬ください！ 
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周防義和（Yoshikazu Suo）profile 
1953年東京⽣まれ。作曲編曲家として多くの映画、アニメ、ドラマ、CM等の⾳楽を⼿がけ
る。4度の⽇本アカデミー賞⾳楽賞受賞（うち『Shall we ダンス？』『舞妓はレディ』では最優
秀賞）、毎⽇映画コンクール⾳楽賞受賞。また⾃⼰のポップ・ユニット【Coma】【BREW-
BREW】【tomo the tomo carpe diem】やソロでも活動、11枚のアルバム発表。30枚程のサン
トラを制作。1980 年代よりモード的なアプローチでの作曲も多い。 
CDブック『僕らは ROCKで作曲する』（2012）、書籍『映画⾳楽の教科書』（2025）を執
筆。東京藝術⼤学⼤学院（2023）、京都⼤学⽂学部コモンセンターで映画⾳楽講座を開催
（2024）。⼤阪スクールオブミュージック特別講師。東京造形⼤学、名古屋学芸⼤学でも教壇に
⽴つ。2024 年よりMODE SONG PROJOCETの代表としてモード・ポップを提唱する。信州在
住。 
 
 
【株式会社リットーミュージック】https://www.rittor-music.co.jp/ 
『ギター・マガジン』『サウンド＆レコーディング・マガジン』等の楽器演奏や⾳楽制作を⾏うプ
レイヤー＆クリエイター向け専⾨雑誌、楽器教則本等の出版に加え、電⼦出版、映像・⾳源の配信
等、⾳楽関連のメディア＆コンテンツ事業を展開しています。多⽬的スペース「御茶ノ⽔ RITTOR 
BASE」の運営のほか、国内最⼤級の楽器マーケットプレイス『デジマート』や Tシャツのオンデ
マンド販売サイト『T-OD』等のWeb サービスも⼈気です。 
 
【インプレスグループ】https://www.impressholdings.com/ 
株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代⽥区、代表取締役：塚本由紀）を持株
会社とするメディアグループ。「IT」「⾳楽」「デザイン」「⼭岳・⾃然」「航空・鉄道」「モ
バイルサービス」「学術・理⼯学」を主要テーマに専⾨性の⾼いメディア&サービスおよびソリ
ューション事業を展開しています。さらに、コンテンツビジネスのプラットフォーム開発・運営
も⼿がけています。 
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【本件に関するお問合せ先】 
株式会社リットーミュージック 広報担当 
E-mail: pr@rittor-music.co.jp 


